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最近の火力発電設備の趨勢について
The Recent Trendin ThermalPower PlantInstallatirms

柴 田 万 太郎*

内 容 梗 概

世界の火力発電技術ほ最近の10年照射こ素暗しい発達をとげた｡火力発電所の発電単価ほ,発電所熱効

率の上昇と,運転人員の節掛こよって著しく切下げられて来た｡

タービン発電機のユニット存罷ほ次々に大容量となり,同時にポイラ,タービンにますます高圧高温

蒸気が使用されるよう妄こなってきている｡このことは発電所の発電効率を上昇させ,同時に,単位出力

当りの運転員の数を減らすことに大きな役割をなしている｡

最近に到って,いわゆる再熱サイクルが採用されるようになり,これによってまた著しく発電所効率

を上昇させるに到った｡更に新しい行き方として某中制御の問題が取上げられ,発電所の機器を一室に

て集中制御することによって運転員の数を極度に節減させている｡

戦後の劣勢な状態から立_上って,乱国火力発電技術の水準も最近漸く世界の水準にまで登行して来て

いる｡筆者はこゝに口本の′ノ･こ力発電技術の現況と今後の趨勢を世界の水準と比較しながら述べている｡

に発開力水 源電の国裁た
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発は,最近に到って大きく方向を変えて,火力

行されるに到った｡

如こ移

その原因の一つは,今後に残された水力地点に有利な

地点が少くなり,開発に長年月を要し,莫大な土木費を

投じなくてはならなくなったこと,一力火力野呂釦こ対す

る単位 設 は,機器の大容量化によって
.い.

なノ＼

た機器の進歩のために,発電原†曲が肯しく下って

ることによっている｡

5,6年前まではただ技術老の夢に過ぎないと思われ

ていた高圧高温の蒸気が実際の火ノ｣発電所に

最新の火力発電所の単位電力当りの石炭消費

発電所に比べて半分以下に下って ている｡

用され,

は旧式の

筆者ほここに,内外の大容量高圧高温火力発電所の最

近の趨勢を述べ,今後向うであろう方向について言及し

たいと思う｡

〔ⅠⅠ〕設備の大容量化

米国や英国で"発電所"といえば,火力発電所を意

味する｡米国内の発電所の総設備容品の75%は火力で

あり,英国では,北部のスコットランド地帯を除いてほ

ほとんど山らしい山がないから,発電設備のほとんどす

べてが火力に依存している｡

舞1表は,1955年米国内での発表による世界各国の発

設備容量である｡数字は1954年のものとLてあるが,

1位ほアメリカ2位はソ連で,我l掛は西ドイツ,カナダ,

に次いで第7位となっている｡

この設備容昆の水力と火力の比率ほ,アメリカが,火

力75:水力25,ソ は火力80:水力20,イギリスはそ

*
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第1表 各 国 の 保 有 発 電設備容量

Tablel.Nation's TotalCapacityofElectric

Power Plant

国 名

U.S.A

U.S.S∴R

Great Britain

France

Germany,West

Canada

Japan

Italy

Germany,East

Sweden

Poland

Norvay

Un.of So.Afr王ca

Belgium

Swit2:erlana

Australia

Czecboslovakia

Spain

Netberlands

India

Austria

Mexico

発電設備容墓(kW)

170,330,000

29,000,000

19,500,000

15,550,000

13.500,000

12,750,000

11,700,000

10,000,000

6,000,00(I

4,755,000

3,600,000

3,500,000

3,400,000

3,375,000

3,310,000

3,000,000

3,000,000

2,870,000

2,717,000

2,700,000

2,340,000

1,650,000

のはとんどが火力,フランスでは50:50,西ドイツは火

力鮒:水力20,となっていて,日本だけは,水力火力の

比が反対で,火力35:水力65となっている｡

発電所の水力と火力との比率は,勿論各国の

と天然資源の状態によって異 り,我

情と,

き比率を持つのもそれ相当の理由によるものであるが,

豊水期と渇水期で設備可動容量の著しい差を生ずる我国

の水力発電設備を増設すれば,それに伴って渇水期補充

用の火力設備を増設しなければならないことは必至であ

り,同時に, しく改善されて てい

る火力設備にべースロードを持たせるごとき計画が移行



日 立 評
三/ゝ

再拝日 火力発電機器特集号(第2集)

して来て,このために,我国の水力と火力の比率は,65:

35から火力の方に比重が移りつゝある状態といえよう｡

1958年(昭和33)末における我国の発電設備容量は,

水 力l火 力 f 合 訂

107,000MW(63%)!63,000MW(37%) 170,000MW

と推定されている｡

単位ユニットの容量を増すことi･ま,発電所にとってほ,

運転員の数を減らすことができると同時に,単位

りの機械設備費を減らすことができるから,年と共に新

設ユニッ1､の行違ほ増して て,磯前ほ大容量機とされ

ていた,20,000kW,30.000kⅥrのものほ現在では中符量

として取扱われ,我洞においても,66,000kW,75,000kW

が,新設発電所の常識的な容量となり,最近に到り

125,000kWが 用されるに到って

弟2表ほ世界各国の代

気の圧力温度を示す｡

的火力発電所の群星と使用蒸

アメリカにおける大容量機のレコードほ River

Rouge発電所のユニット 260,000kW であるが,これ

ほ1956年に完成されるとサ定されている｡ 入掛

ったもので大容量最高旺高温機としてイ丁名なものが,

のKearny発電所(′N･J州)の145,000kW である｡

機ほ,ECAFEでの 豪によれほ,150,000

kW機,170kg/cm2.550(lCとなっている｡発電所名ほ

不明である｡

欧州の国にほ周知のごとく 50～の周披数であるが､

フランスの火力機で 転に入っているもので有名なもの

は,パリ郊外の GenneviJliers発電所110,000kW,

89kg/cm2,5200cであるが,現在フランスでほ200,000

kWのユニット機を計画申との噂である.こ

イギリスの運転に入っている大群且機ほBlyth発′電所

の120,000kWであるが,1958年にほ,HighMarnham

の200,000kWが完成される一子定である｡この発電所ほ､

2,450psig,1,060/1,005OF の蒸気圧ノ｣氾度で計画されて

いる｡

上のごとき大容量化を=∫籠にさせたものは,タービン

側においてほ,材料の進歩と設計および工作接着l寸の進歩

によるものであり,発電機側でi･よ水素冷却方式の=紬こ

よって冷却方法をこ劃期的な革命をもたらしたことと,絶

縁物の材料の進歩によるものであるが,この大容量化も

ある限界が考えられ,それほ現在でほ発電機の回転体iこ

よって制限される｡

上言己のアメリカの炭火260,000kW機は,Cross-Com-

pound機であって,1ユニットとはいえ,発電機の軸は

2本あり,本当の志味の1建軸1ユニット とLては

200,000kW近辺が設計の限堺とみられている｡それ以

別 冊第12号

第 2 表 各 国 の 代 表 的 火 力 発 電 所
Table2.TypicalModern Steam Power Station

in SeveralCountries

同 名
発屯所名巳ユて這､粁丘

U･S･A･琵霊主君Ouge

連
英

国!Blyth

フランス.Gennevjl]iers

R 本!丁･ 集

蒸 気 状 態
psig. OF

2,050.1,050/1,000
2,350.1,100/1,050

2,400.1,020

1,600.1,010/1,005

1,260.970

1,800.1,000/1,000

第 3 去 アメリカにおける建設中または計画中の

火力発電所のユニット容量

Table3･Unit Capacity of SteamPowerPlant

under Construction or Planningin1954(U.
S.A)

ユニット容量(MW) 台数! ユニット容竜(MⅥr) 台数

1→ 9

10-19

20- 29

3D- 39

40- 49

50- 59

60･-- 69

70- 79

80- 89

90- 99

100-109

9

9

17

7

16

1

17

9

9

8

29

110-109

120-129

130-139

140-149

150-159

160-169

170-179

180-189

190-199

200-209

250

260

20

11

∴-

1

上のものには回転子および同定子のコイルを中空にして

直接冷却をf=jlう Direct Coolingの型式を採川しなけれ

ばならない｡

アメリカ国内においても完成される発電所が必ずしも

皆250,000kW,200,000kW,というのではなく,66,000

kW,100,000kW,125,000kW 程度のユニットのもの

も多く建設されている｡弟3表ほ1954年末において,

設中計画中および着工Lt｣の新設火力のユニット容量とユ

ニット台数を示したものである｡

我国のように火力電力の負荷の変動の激Lい同におい

ては,天啓ぅー-ヒ機と雄も低負荷で

場含ヰあり,この場合却って熱効

転しなければならない

ほ｣Fり,A.C.C.を

外して手動運転を余儀克くされるために手数は増すた

め,新設機の符量の決定に際しては,系統の負荷と特性

を考え,これらのことを考慮に入れて決定しなければな

らないので,米国や英国の如き火力の国と違って極めて

難しい問題である｡

〔ⅠⅠⅠ〕高圧高温蒸気の限界

1920年頃の米国内火力発箇升平均石灰消費量は,1



近 の 火 力 発 電 設 備 の

kWb当り3ポンド強であったが,1953年には,3分の

1近くの1.1ポンド/kWbに~Fっている｡我国における

火力発電所(電気事業用〕の石炭消費率の下降の模様を

弟1図に示す｡

1946年(昭和21年〕終戦直後の 計i･ま,1.02kg/kWh

であったものが,1958年(昭和33年二)にほ0.66kg/kWh

程度に下ると見られている｡

これらの原因の最も大きなものは,高圧高温蒸気の

川による発電所の熱効率の上昇である｡

弟2図ほ火力発電所に採用された蒸気状態の上昇の変

化を年代と共に示したもので, 国での統計である｡

192ア年頃から急激に蒸気圧力も温度も上昇しているの

ほ,ボイラの過熱器の材料に,それまでは普通鋼を使用

して来たものを,特殊鋼を似川し始めたことによるもの

である｡

我国においてi･ま,終戦前の火力発電所に使用された最

高圧高温蒸気は名港,飾磨,清水,相浦などの45～46

kg/cm2 450′､4600Cの蒸気であったが,終戦後始めて,

65～69kg/cm2,485～4900Cの蒸気の採川が実現され,

さらに,昨昭和30年にほ, 産機での最高圧満澗である

98kg/cm2,513ロC(ボイラでJの蒸気が東電鶴見第二発

電所ならびをこ新東京発電所に尖現を見たのである｡さら

に1957年(昭和32年)の終りには,1,800psig(126kg/cm2)

1,0000F/1,0000Fの再熱式発電J斬が,輸入品ではあるが,

千三掛こ設超される運びをこなっている｡

促川蒸気の圧力と温度の内正接に熱湘眉憬の減少に効

いて来るのは,蒸気の氾蛇の上昇であるが,現在髄皿さ

れている1,000〇F〔535CO)附近になると,特殊鋼を以つ

てしても,鋼の牲汽の著しく変化する点であり,この当

りでの50■甘の上井のためにほきわめて困難が伴って来

る｡

弟3図,第4図(次点参闇〕にネすのは,現在ボイラ

の過熱器管用材剤として一般に使用されている各位材料

の高温における性デモと,タービンの高温部動翼に佐川さ

れる特殊不銃釦の高温における機械的性質である｡

図に見るごとくいづれにおいても1,0000F当りからそ

の機械的性質は著しく劣化する｡この傾向は他のエレメ

ソトを入れ 持た
､

も同様である.｡このことは,蒸気

比プJはある程度上ブートしえても,温度の上昇はきわめて難

しいことを意味している｡これよりさらに飛躍するのに

ほ,劃湖的な材料の採川が必要である｡

第4表(次頁参闇)は1954年未における米座l内で建設

[い計画中および着工小の新設火力発電所の蒸気状態の憤

向を示すものである｡ に見るごとく最高の蒸気圧力は

1,450psigから4,500psigまで飛上っているが,蒸気

圧のカほほとんどすべてが,1,0000Fか1,0500Fであり,
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第1図 我国発電所の年間平均石炭消費率
Fig.1.AnnuaIRecords of Average Coal

ConsumptioninJapan
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Fig.2.Trend ofRaisingPressureand

TemperatureofPowerStationSteam

1,150下が1盛だけ記録されている｡

それでi･よ,このような蒸気状態の変化によって,発電

所の熱iF■j費呈L主二すなわち,石炭消費がどのように変るか

というと,100,000kW のユニットを基 にとって計算

して見ると弟5図(次貢参照)に示すごとくなる｡

1,450psigl,000□FlOO,000kW の発 ユニットの熱

消費率を1.00 とすると,1,250psig9500Fのものでは,

約 2%熱消費率が増加し,850psig9000Fの発電ユニ
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第3図 ボイラ用過熱器管のラプチエア強度
Fig･3･Rupture Strength of SteelPipefor

Boiler Super Heater

第 4 表 建設中および計画中の火力発電所の

蒸気状態(1954)
Table4.Aspect of Steam Pressure and

Temperature for Power Stations Under

Construction orPlanningin1954(U.S.A)

汽 圧 (PSIG)

2,000

1,800

1,500

汽 温 (OF)l 台 数

1,150

1,050

1,100

1,050

1,050

1,000

1,050

1,000

1,000

950

1,000

950

950

900

900

850以下

1,000

900

850以F

ッ†の熱消費率は 7%も増加する｡

一方同じ1,450psigl,0009Fでも,再熱式を採用すれ
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第4図 タービン動翼用材のラブチュア強度
Fig.4.Rupture StrengthofTurbine Bucket

Steel
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第5図 各種蒸気状態によるユニット熱消費率
Fig.5.Increase or Decrease of Heat Rate of

Power Plant Under SeveralDifferent Steam

Conditions

ば,その熱消費 は約 5%減少する｡さらにこれを圧

力を上げて1,800psigl,000/1,000DFの再熱サイクルを

採川すれほ,8% の改善がえられる｡最右行のものほ

2,350psigl,100/1,0500F の蒸気を使用した場合のもの

で,始めの1,450psigl,00げFのものに比べ10%淑の

熱消費の節約が可能である｡

この図を見て判ることは,圧力を1,450,1,800,2,000,

2,350,と急激に上げて行っても, 消費率の改善は比較



最 近 の 火 力 発 電 設 備 の 趨 勢 に つ い て

的緩慢である反面,再 サイクルを採用することによつ

て段階的に消費率が改良されることである｡

このことほ次章にのべる西熱サイクルの急速な発展の

根拠を裏付けるものであるといえる｡

〔ⅠⅤ〕再熱サイクルの発展

再燕サイクルが実際の火力発電所で運転に入れられた

のほ,1951年からである｡再熱サイクルを採月~けること

によって,使用蒸気の温度の上限ほ抑えても,発電所効

率を著しく上昇させることができることが第一の特長で

あるが,さらに,タービン排汽実の蒸気湿り度を減少さ

せることができるた捌こ,高能率タービンの設計が容易

になったため,大容量で高能

向が年とともに増加して ている｡

用される憤

葬る図は,同一の圧力温度の蒸気を使用した場合に,

非再熱サイクルと,再熱サイクルの場合の発電所高率

の上昇の度合を示している｡100,000l【Wの発電所にお

いて850psig9008Fの場合を100として,各々の蒸気

状態における発電所熱高率の上昇を見ると,1,250psig

950DFの普通塾のものでは効率の上昇は 4.1% である

が,これを再熱サイクルを採用すると,8.9%の上昇を

見,再熱と非再 の差は,4.8% もある｡1,450psig

1,000OFの場合ほ+6･1%と｣一11.3%となり,1,800psig

l･0500Fの場合は,+8,6%と +14%になる｡さらに,

2,300psigl,1000Fの蒸気状態でほ,その上昇度は+11.1

%と1-16･7%となる,すなわち,非再熱式を再熱式と

したために･孔8.%～5.6% の石炭消蟄ぶの減少が見込ま

れる｡

したがってベースロードを持たせる発電所において

は,再熱式の採Jllの度合が増加する傾向にあり1955年ア

メリカにおいて,計画中の電力会社用火力発電所の川力
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比 を見ると,その83%が再

熱式を採用している｡

弟7図(前貢参照)ほその傾

向を示し,現在建設中計画中の

発電所の内,17,400MW が再

熱塾 3,300MW が非再熱型と

なっている｡

弟8図(前頁参照)と弟9図

は,日立再 タービン(100,000

kW)の断面図と,これに対応

するバブ日立再熱ポイラ(320

t/h)の断面図を示す｡

弟8図〔前頁参照)に示すご

とく,高圧高温初蒸気は高圧タ

ービンの中央から入り,タービ

ンの前方に流れ,革実の前端か

ら抽き出されて,ボイラの再熱

終に入り,ふたたび温度のみ上

昇されて,タービンの申圧部に

入る｡中圧部から今度は後方に

流れて化 をした蒸気ほ,

のタービンのごとく高圧 窒の

後部より低圧車重へ導かれる｡

かくのごとく,高圧タービンの

蒸気流入方向を逆にして,高温

部を中央に集めることは,革宅

の熱膨脹と変形に均･一性を持た
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Fig･9･二Babcock-HitachiReheat Boiler,320t/h

せ,安全な運転を可能ならしめている｡

中圧タービンに再熱された高温蒸気が流入するl翻こ,

中間弁を備え,これに Pre-Emergency 置を備えて

いるが,これほ従来のタービンと異った点の一つで,こ

れによって,配管内の残留蒸気エネルギによる,回転の

上昇の危険を前以って防いでいる｡

もう一つの保安機

ービンの起動の

として特に異ったものは,市熱タ

に,低圧串窒の異常なる温度上昇を防

ぐために,低圧中三の上部に噴水装置を備え,串室温麗

が上昇した場合にほ水が噴H-=ノて温度を 節し,一定温

度に下れば自動的に停止する｡この操作ほ一切自動的に

行われるから取扱者は特にこの点に煩わされる必安ほな

い｡

弟9図の再熱サイクル用ボイラにおいて非#熱型と異

る点は,加 器に再熱用加熱管を 僻していることで,

高圧タービンで仕事をして圧力温度が共に下った蒸気

は,ここで温度のみ再び初蒸気と同じに,あるいほそれ

に近くまで上昇され,再熱塞止弁ならびにタービンの中

間弁を通って中庄タービンに導入される｡

過熱呈出ロ

再熱言出口

二次過熱蓋

【次過熱蓋

ユノマイサ

度謂節用
タンパ

空気予熱塞

ス再循環

1､･･1.･

込通風犠

ここで問題になるのほ,再熟蒸気の温度調節であり,

このために弟9図に示すボイラでは,一次過熱背部の部

分を縦カに三区割に区切り,左右に過熱暑;i管を中央に再

熱祁管を配列してある｡この区劃を流れる高温ガスは出

口のダンパによって制御され,円熟旨封lけ†の蒸気温度が

一一定に調節される｡

再熱タービンならびにボイラによる丙熱サイクルを採

川した発電所も,英

国でほ実際の

,フランスなどのヨーロッパの諸

転に入ったものは筐か数箇所にすぎない

が,今後は漸増の憤向を見せつゝあり,我国においても,

此処一,二年の問に,千葉,刈田,多奈川などの輸入機

による発電所が運転に入り,引 いて国産機の登場が見

られるであろうが,我国iこおいてほ粕こ,頻繁な起動停

止の問題と低負荷 ルにいかに響

いて来るかを充分に検討した上でないと機械の万全な

転は期待できないであろう｡

〔Ⅴ〕集中制御の趨勢

発電単位を切下げるため人件費の節約が考えられる



最 近 の 火 力 発 電 設 備 の 趨 勢 に つ い て

が,このために最近特に発展して来たものに集中制御の

がある｡

発電所の所員を所長以下掃除夫に到るまで全員を,発

出力1,000kⅥr で険した値を発電所人員 とすると,

人件費の高いアメリカでほ0.5人/1,000kWという例は稀

ではない｡弟5表はアメリカにおけるある発電所の人員

柄成を示したもので,2×80,000kW,3×750,0001bs/h

の発電所を所長以下85人で運転している｡

アメリカのごとき徹底した人員節減は他の国には見ら

れないが,例を英国にとって見ると,英全 の発電所の

人員率は1954年において2.20人/1,000kⅥrである｡この

数字は 旧すべての発電所の平均を取ったものである

が,弟占表に見るごとく1948年が2.69人であったものが

年とともに漸減して来て1951年iこほ2･63人,1953年をこは

2.36人になったもので,このことほ牛とともに完成され

る新しい発電所の人員率が肯しく減少していることをホ

すものである｡

我国の例を見ると,現在運転中またほ計画されている

新鋭発 所の予定人員率ほ第7表のごとくなっているく〕

1,000kW 当りの人員率が定められる因子ほ,ユニット

の火さ,ユニットの台数,機械の性能,立地条件,そし

てその国の国情などによるものであるが,アメリカの新

しい発電所に見られるごとき徹底した人員の削減を実現

させるためにi･ま,発電所の全機器の制御を総て一室に納

めた二方式の 中てIiり御が是非必要である｡

故近においてこの 中制御が著しく発達して

ほ,ボイラにおける A.C.C.を始め補機類の自 動

たの

栴が発達して遠方躁作が韓易になったことが,第一一の

原閃であり,第二の原≠lとしてi･ま,タービン発電機にお

ける,遠隔振動指示計,ボイラにおけるテレビ水面汁

を始ぜ〕各機器の遠方監視装置が発達し,同時に機器の安

仝装匿が完備して たた軋 遠方で監視しながら運転す

ることが全く叶こ安でなくなったことによるものである〔ノ

さらにこれら 卦→を †1させることができるようにな

ったのは,計器難がきわめて小型になり,かつ信頼でき

得るものとなったことが大きな役割をなしているn 限ら

れた大きさの制御室の盤に発電所の替憧磯部のすべての

指示計器,記録計器とさらに監視計を めるためにほ,

各々の計器がめきわて有効且つ小型のものでなければな

らない｡.このためにいわゆるミニチュア 計｢J｣ノ圧の

度計が採用される傾向が漸増して来ている｡

我

1且

において現在建設l-いならびに計曲目-の発電所で

は,斬新な 巾制御の方式を mしている所が多いが,

すでに運転に入った発電所のうちでまだ完全な集中制御

までほ行っていないが,ボイラ制御盤とタービン発電機

監視盤を一室に めた例とL･て,第10国,第11図(~次頁

第 5 表 米国M発電所の人員構成

(2×800,000kⅥr)
Table5.Number of Employees for

2×800,000kW Station in U.S.A

所 長､技 術 者

運 転 員(6>く4正)

保 守 員

掃 除 員

予 備 員

石 ∂ミ､灰 処 理

事 務 員

実 験 室

計

(0.53人/1,000kⅥr)

さ5

第 6 去 英国における全火力発滝所の平均人員数

Table6.Average Number of Employees of

AllSteam Power Stationsin U.K.

(出力1.000kW当り)

者
貝
び
員

封

0.27 0.28

1.35 1.35

701 1.10

0.31!0.30

1.2311.15

0.99 0.91

2.69:2.7312.63 2.5312.36 2.20

第 7 去 我国における酢飯火力登頂所の人員率

Table7.Number of Employees for Modern

Power StationinJapan

発電所名 設 置 容 量 !出力1,000l⊂W 当従業員

35,000kWx1

66,000kWx4

125,000kWx1

66,000klVx1

75,000klVx2

75,000kWxl

参照)に鶴見第二発電所の小火制御室を示す｡

小火制御室はタービン∵室とボイラ室の中間に設けら

れ,タービン盤とボイラ盤とボイラ補助盤が一室に納め

られていて,どちらの側からも出入りできる｡

ボイラ盤にほ水面計,圧力計,ドラフ1､計,温度計,

流量計を始めすべての計器が備えられ,通風機の起動,

ダンパの開閉などはここで操作できるが,これらは一度

運転に入れた後はA.C.C.によって自動控 が継続され

る｡

タービンの起動に当って,循環水ポンプ,復水ポンプ,

空気ポンプなどの起動は,それぞれの機器の側につい

た起動盤で起動されるが,一度運転に入れば,中央制御
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室で監視される｡タービン自体も起動用盤はこの中央制

御室外にあるが,起動した後は,この室内で監視が可能

で,串室とロータの伸び差計,各軸受の振動指示計,カ

ムシャフト角指示計などの特殊遠方監視計が集められて

いる｡

立地条件の異る我卸こおいては,アメリカの火力発電

所と全く同じような集中制御方式を採用すべきかどうか

は議論の余地があるが,従来は各機器のそばに各々独立

して制御盤を設け,機器を見ながら運転しなければ納得

の行かなかった時代から,機器そのものを見ないでも,

遠方操作と遠方監視によって安心して運転できる時代に

発展して来ていることは大きな進歩であり,これによつ

て各機器の制御盤を一室に集めることが,万一どの機器

かに事故を生じた場合にも,その標示が直ちに中央制御

室に現われ,これに即応して直ちに他の機器の処置をと

ることが可能であり,従来のごとく当該の機器の側まで

発電所の階段を上下して駆けつける必要がないから,安

全な運転の継続ができることiこなり,わざわざ機器の側

に制御盤を置くことは無意味であるばかりか,かえって

事故の拡大を誘起する原因となる｡このことは人員節減

の問題と切離して考えても,集中制御の方式が増々

取上げられて行くようになることは必至であるという

とができよう｡

〔ⅤⅠ〕結

世界の火力発電技術ほ一年一年と 晴らしい進歩を遂

げつゝあり,ことに最近の十年問の発展は目覚ましいも

のである｡我国の火力発電技術界でも,外国技術の導入

と相侯って戦後の立遅れを取戻して,世界のレベルに近

づきつゝあり,次々に記録磯が運転に入れられて行って

いるが,製作技術者にとって一つの大きな悩みi･ま,なん

といつても水力基調の我国においては,火力機器の製作

の機会がきわめて僅かしかあたえられないことで,この

ために世界の進歩に遅れまいとするた捌こは,一機一機

になにか新しい試みを敢行しなければならない状態に近

いことで,このためにほ同じ標準化した機械を作る機会

が年間に何十凹もあるアメリカなどの製作技術者に比べ

て,さらに一層の深い努力を払わなければならないと同

時に機械のコストが割高になることを防ぎ得ない｡

現況においては,我国からの火力機器の海外への輸出

もきわめて僅かで,中南米,東南アジア,あるいほヨー

pッパの非工 国への火力機械の輸汁吊ま,是非実現させ

大いに発展させなければならない問題ではあるが,アメ

リカから火力機械自体を輸入している現在においては,

売込もうとしている中南米その他の国が日本の技術をど

こまで評価するかは疑問であり,前途多難というべきで
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第10図 鶴見第二発電所66,000kⅥ7タービン盤

Fig.10.ControIPanelfor TsurumiPower

Station(_1l

窮11図 鶴 見 第 二 発 電 所 ボ イ ラ 盤

Fig.11.ControIPanelfor TsurumiPower

Station(2ニノ

あろう｡一方船舶mのタービンやボイラは,最近の輸出

船に塔粟して,イギリスヤアメリカに,どんどん輸出さ

れていることと比政矧-!賞して考えて見ると,技術の面に

おいて,経済的な面において,そしてさらに政治的な面

において考慮しなければならない多くの問題が残されて

いる｡

筆者ほここに1948年4月以来海外を往来し 通計2年

あまりを海外に過ごし,その火力発電設備を調発見閲し

た今日において発電用火力設備の世界の現況と日本の現

在

を

水稲接の を対照して記述し,将来への動向への考察

あで第次た る｡
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